豊国神社

豊国神社は、大阪城を築城した豊臣秀吉（1537–1598）を祀っている。秀吉は長い戦国時代に農民出身にもかかわらずのし上がり、日本で最も権力のある武将になった。 秀吉はその死の前に天下統一を成し遂げたが、豊臣家はその政権を維持することはできなかった。元家臣であった徳川家康（1543-1616）が秀吉亡き後の権力を掌握した。秀吉の息子秀頼が征夷大将軍の地位を担うのに相応しい年齢になるまでの間、彼がその地位を得た。彼は自身の権力を縮小することはせず、むしろ1615年に徳川家は大阪城を攻撃・破壊し、豊臣家を滅亡させた。この神社は元々豊国社（とよくにしゃ）と呼ばれ、豊臣の名前から「豊」の文字と日本全土を意味する「国」で名づけられた。豊臣一族の滅亡後、徳川幕府は神社を解体した。
この神社は、その名のもとに徳川幕府の倒幕を導いた明治天皇（1852-1912）の命により、2世紀半後の1879年に再建された。はじめは京都の豊国（とよくに）神社の別社であったが、1921年に独立した神社になり、混乱を避けるために豊国（ほうこく）神社に名前が変更された。元々は市内の中之島にあったが、1961年に大阪城の敷地内に移築された。

